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統計解析の原理の教育
南風原朝和

巻頭言で他人の巻頭言に“からむ”のは
反則かもしれませんが、本会報第86号の足
立浩平氏の「道具は原理を知ってこそ使う
べきか」と題する文章（http://wwwsoc.nacsis.
ac.jp/bsj/news_86.pdf）を受けて、私見を述
べたいと思います。
足立氏は、統計解析の原理を知らないこ

とから生じる問題点を指摘しながらも、
ユーザにとって実質科学の領域で精通すべ
き事柄がますます増え、それに応じて解析
法の原理を学ぶことのプライオリティがま
すます低下せざるを得ないという現実にも
理解を示しておられます。その基本的な認
識に異論はありませんが、では、この現状
にどう対処したらよいのでしょうか。
ここで鍵になるのは、統計解析の諸原理

の間での相対的なプライオリティだと思い
ます。その原理を知る前と知った後とで、
研究計画の立て方や、結果の解釈の仕方や
結論の導き方が変わってくるような原理、
真摯な研究者であれば無視することのでき
ないような原理がプライオリティの高い原
理です。応用領域での統計教育の担当者は、
統計学の学問体系にとってのプライオリ
ティではなく、その教育を受ける者が統計
解析を学ぶ目的を考え、その目的に照らし
て諸原理の相対的プライオリティを査定し、
それによって教育内容を組み立てていく努
力が必要でしょう。
私は主として、教育・発達・臨床系の心

理学を学ぶ学生を対象に統計教育を担当し

てきましたが、その立場からは、プライオ
リティの高い原理として、推測統計関係で
は「検定統計量＝効果の大きさ×標本の大
きさ」という基本構造、そして記述統計関
係では「直交する成分への変数の分解」な
どがあげられます。前者は、「任意に決めた
標本の大きさが、研究の結論まで左右して
しまう仕組み」の理解につながるもので、
私の経験では、初学者以上に、ある程度
ルーチン的に統計解析をしてきた人にイン
パクトがありました。後者は、偏回帰係数
や偏相関係数の解釈、アンバランスデータ
の分散分析、斜交因子分析などの統合的理
解に欠くことのできないものです。これに
ついては柳井氏流のベクトルを使った解説
をしています。（文科系の統計でベクトルを
使うのは無謀ではないかという危惧も耳に
しますが、行列はまったく使わず、三平方
の定理で平方和の分割を説明するようなレ
ベルであれば、非常に有効だという感触を
もっています。）一方で、標本分布の数学的
導出は、二項分布などで実体験することは
意味がありますが、それ以外についてはプ
ライオリティを低く見積もっています。
そうしたプライオリティの査定は、領域

によって、また個々人の統計観・教育観に
よっても異なってくるとは思いますが、そ
れを出し合って検討し合うことも有益なこ
とではないでしょうか。
（はえばら ともかず，東京大学大学院教育
学研究科）
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平成12年度第5回理事会議事録

日時：平成12年 12月 11日（月）6:00pm-8:00pm
場所：統計数理研究所
出席者：飽戸弘、岩坪秀一、江川清、岡太彬訓、菊
地賢一、齋藤堯幸、繁桝算男、杉山明子、林文、
馬場康維、村上征勝、柳原良造、山岡和枝

１．第28回大会について
繁桝大会実行委員長より以下の報告があった。

参加者総数は397名、机上ブ ース12、招待講演3、
特別講演1、シンポジウム1であった。他学会との
関連セッションがあったためか非会員の参加が多
く、発表数も特別セッションに比べ一般セッション
が少な目であった（18セッション発表97件 vs. 12
セッション発表62件）。

２．第29回大会について
岩坪大会担当理事より、第29回大会を平成13年

9月14日（金）～16日（日）まで甲子園大学で開催
することが決定したとの報告があった。また前日13
日にチュートリアルセミナーの開催が可能であるこ
とも報告された。村上理事より今後、大会等の連絡
を行っていくにあたり、実行委員長、責任者などの
連絡先を確認してほしいとの依頼があった。

３．学会賞選考委員長の選出
杉山理事長より岡太理事を学会賞選考委員長と

して推薦するとの提案があり、承認された。

４．各種委員会等報告
○欧文誌編集委員会
狩野欧文誌編集委員長に代り吉野副編集委員長

より編集状況等について以下の報告があった。
・27巻2号を5編の論文（総ページ数115）で出版し
た。
・今回よりホームページで1年間論文をPDFファイ
ル形式で無料でダウンロードできるようにした。
・第28巻1号を含む現在の編集状況について報告が
あり、8月以降投稿がなく編集に支障を来す可能性
があるので、周りの人に投稿を勧めてほしいとの依
頼があった。
・Special issue として、計量犯罪心理学、国民性の国
際比較調査の2つが進行中である。
○和文誌編集委員会
久保（前）和文誌編集委員長に代り林文理事が和

文誌編集委員長を引き継いだことおよび編集状況に
ついて次の報告があった。

・現在27巻2号発行の準備を進めており、原著1、資
料2、書評4、大会報告の掲載が確定しており、ペー
ジ数によっては原著1を追加する可能性がある。
・28巻1号では「特集」を組むことになっていたが、
21世紀に向けて「展望」に変更し、担当の岩坪理事
より、大隅氏（調査）、吉野氏（国際比較）、大津氏
（方法論）に依頼したとの報告があった。
○運営委員会
山岡運営委員長より以下の報告があった。

・小グループ研究会について「家庭環境と食行動の
計量分析」（岩澤美帆）の辞退届を承認した。
・前年度小グループ研究会「進化ゲーム理論研究会」
より、前年度の報告書を受諾した。
・次年度の小グループ研究会の募集要領を12月号の
会報に掲載し、そこでは義務および金額を明記し
た。
・今後、支部会あるいは地方会支援活動について岡
太委員を中心にワーキンググループを構成し、2月
中を目途に原案を作成することになった。
・第28回大会時チュートリアル・セミナー報告があ
り、計49名の参加者で、収支残金として23,120円が
計上された。
・日本分類学会・日本行動計量学会との共催シンポ
ジウムとして「テキスト型データ等の取得から活用
まで」を12月 8日に統計数理研究所で開催した。
・次年度大会時チュートリアルセミナーとして「ロ
ジスティックモデルを中心としたデータ解析（仮
題）」ということで企画を練ることが運営委員会で
承認された。
・次年度に計量心理学国際大会との共同セミナー、
その他いくつかのセミナーまたはシンポジウムを企
画する予定。
・春の合宿セミナーが来年3月9日、10日にオリン
ピック記念青少年総合センターにて開催予定であ
り、講師も決定した。
・入会案内文書の改訂について、現在、検討中であ
る。
○広報
菊地広報担当理事より以下の報告があった。

・会報にSAS社からの広告を加えた。
・ホームページの現況についての報告では、特に
ホームページに欧文誌の論文を1年間という期限付
きでPDFファイルとして掲載を始めた旨説明があっ
た。
○統計学研連委員
馬場理事から統計学研連での討議内容として以

下のような事項について話し合い がもたれていると
の報告があった。
・統計学研連委員長に吉村功氏が選出された。
・科研費の申請が統計関係は122件しかなく少ない
ため不利益が生じる可能性があり、今後、申請を増
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やす努力をすべきである。
・複合領域を系に細分し統計を「人文社会系」に入
れるのはどうかというような提案も出されている。
・学会の連合会構想として緩やかな枠組みをつけて
行事を開催する、あるいはJournalの補助の見直しな
どに対処するため、連携についての提案がなされて
いる。
・日中シンポジウム、日韓シンポジウムなどを母体
として東アジアで新しい組織を作ろうという動きが
ある。
・統計科学そのものがジリ貧になりつつあり、新し
い視点での開拓が必要である。
○事務局
・事務局より会員の移動状況の報告があった。歴代
理事長、理事、各種委員、学会賞etc.について付記
した新しい名簿を2000年 12月 1日現在として今年
中に発送する予定であることが報告された。なお、
功績賞に関する表現で「行動計量学で優れた功績を
挙げた...」の「行動計量学」は「行動計量学会」で
はという指摘が林文理事からあったことに関して
は、岡太理事よりこれは以前も討議されたことがあ
り、学会では学問と離れた部分も含むので「行動計
量学」とすべきということになったとの指摘があ
り、その点が確認された。その他、学会賞に奨励賞
が加わったことに関連して文章を変更したこと、
「ニックネーム」を「通称」にするなどの点について
確認された。
・事務局から監事の欠員に対して選挙管理委員会か
ら次点の吉村功氏が選ばれたとの報告があり、事務
局からその旨吉村氏に連絡することが確認された。
・事務局より大会報告集の管理について打診があり、
今後は事務局が毎回5～10冊程度保管することが承
認された。
・新入会員、退会報告が承認された。
○杉山理事長より
理事・監事の任期制および名誉会員とそれに伴

う学会費に関しての再検討についての提案が出され
た。これに対し、岡太組織検討委員長より、過去の
資料を見直した上検討していきたいとの意見が出さ
れた。

日本学術会議報告
日本学術会議第４部会員

統計学研究連絡委員会（統計研連）委員長
吉村功

前回の報告でも述べましたが、これは吉村個人
がお伝えした方がよいと判断した事柄を、まとめて
記しているものです。不正確なところもあり得ます
ので、この報告に関して特に何かを問題にしたいと
きには、（私を含めて）統計研連の委員に確認の問い
合わせをして下さい。委員は次の通りです。吉村功、
角田文男、大瀧慈、景山三平、竹村彰通、垂水共之、
馬場康維、柳川堯、渡辺美智子、佐伯胖、松田芳郎、
久米均、堀部政男、鈴木和夫

１．統計研連
３月９日に委員会を開きました。

１）科研費のこと：
今年も科研費「統計科学」の審査員候補を本研連

で推薦することを確認しました。その詳細は、公開
しない事項になっていますので省きますが、毎年、
８～１０人程度を候補として推薦することになって
います。実際の審査員数はその半数で、どなたが審
査員になっているのかは、任期（慣例では２年）が
過ぎた後で公表されます。
科研費については、毎年総額が増加しています。

今まで「どうせ当たらないだろう」と考えて申請を
控えていた方も、どんどん応募して下さい。
最近は、海外出張の旅費が支出できますから、頑

張って国際的な会議に論文を申し込む腹を決めて申
請をされることをおすすめします。
もし、周辺に申請経験者がいらっしゃらない場

合には、研連の委員に申請のコツの助言を頼むのも
一案だと思います。特に若い方は有利になっていま
す。
２）統計学関連学会の協調のこと：
英文誌の共同発行、年会の同時開催、日中、日韓、

アジア等の国際協調体制を、強化することを議論し
ました。総論としては、協調の強化に異論がないの
で具体化が求められています。今期（１８期）にな
んとか、前進させたいところです。
３）統計学のフロンティアの拡大：
統計学が必要とされる他分野との積極的な交流

を図るため、来年度にシンポジウムを開催するため
に、準備を進めることにしました。

２．学術会議の第４部（統計研連委員長はここに属
している）での話題
科研費の「統計科学」は現在複合領域に分類され

ています。この複合領域を再編成したいと文部科学
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省は考えているようです。
学術会議では、内部からの独自方針を立てると

いうことで案が出てきました。昨年末から今年はじ
めにかけての議論では、統計科学は一般的方法論を
語るという意味で、複合性があると大声で主張して
いたのですが、出てきた案は、「統計科学」を第４部
に所属させようというものでした。
さあ、どう対応したらよいか、ということで統計

研連の意見をとりまとめているところです。（この
報告は、この話が出た瞬間に書いているので、）研連
としてはまだ方針が定まっていません。

３．総会での議論
４月１日から、日本では行政情報公開法が施行

されています。いろいろなところで関連した法整備
が必要となっていますが、学術会議でもそれが議論
されました。一般論は煩わしいので、研連に焦点を
絞って何が変わるかを書いてみます。
学術会議の運営内規で、「研連の会議は公開する

（長は、ある条件の下で公開しないことが可能）」「研
連の開催日時等を事前に適当な手段で周知に努め
る」「長は研連の議事要旨を作成し（させ）、閲覧の
請求があった場合には、これを閲覧に供する」など
が決まりました。
従って、もし傍聴したいということがあれば、発

言等をしないというような条件の下で傍聴ができる
ことになりました。問題は、開催をどうやって周知
させるかですが、過去の例でいうと、会議の場所や
時間はたいてい直前に決まります。これからは学術
会議のホームページ（http://www.scj.go.jp/）には、開
催が決まり次第載せるということになりますが、そ
れをいつもチェックしている人は稀だと思います。
だいたいの開催が３月、６月、９月、１２月といっ
た、年４回くらいであることと、各学会選出の研連
委員に問い合わせるのが速いこととを心に留めてお
いて下さい。
もう一つ問題になるのは議事要旨の公開です。

研連委員は学会等から選ばれていますが、議論・意
見は個人として行っています。かなり率直な議論を
していますが、公開できるのは結論として決まった
ことだけになります。記述を簡単にせざるを得ませ
ん。関心のある方は、議事録を参照することより傍
聴あるいは研連委員から直接内容を聞いていただく
方が良さそうです。もちろんプライバシーや評価に
かかわることは、非公開になります。文言の細部に
研連委員自身が神経質にならざるを得ないという、
やや煩わしいことが生じてしまうので、個人的には
しんどいなと感じています。
別の議題として、『２１世紀における人文・社会

科学の役割とその重要性――「科学技術」の新しい
とらえかた、そして日本の新しい社会＝文化を目指

して――』が採択されました。「科学技術の振興」と
いうことで、自然科学が独走することに対する危惧
の現れかもしれません。２００４年度に学術会議と
の共同国際会議を開きたいという希望がありました
ら、お知らせ下さい。（要点は、http://www.scj.go.jp
で分かります。）申請の締め切りは１１月末ですが、
準備がけっこう要りますので早めに話を持ち出して
いただいた方が良いと思います。
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日本行動計量学会第29回大会のお知らせ
   ▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△
   日時         2001年 9月 14日～16日 (前日13日はチュートリアル)
   場所         甲子園大学 (兵庫県宝塚市紅葉ガ丘10番 1号)
   実行委員長   木下冨雄
   ▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△▲△
  大会では、下記の講演やセッションなどを企画し、皆様の御参加をお待ち
しております。

◆特別講演   松沢哲郎 (京都大学霊長類研究所)
                題目 「チンパンジーの知性と文化」
      松沢教授は、霊長類の言語・認識能力の解明を進められ、その成果は、
    近著「おかあさんになったアイ」 (講談社) に紹介されています。本講
    演は、言わば霊長類の行動計量学を展望できる機会となるでしょう。

◆招待講演 1  Jerome H. Friedman     (アメリカ・スタンフォード大学)

◆招待講演 2  Jacqueline J. Meulman  (オランダ・ライデン大学)

      招待講演のお二人は、データ解析、特に、多変量解析法の研究開発で
    世界的に著名な研究者であり、Friedman教授は、回帰・分類木、射影追
    跡、ACEアルゴリズムなどの研究、Meulman教授は、等質性分析、距離に
    基づく多変量解析、最適尺度法の研究や SPSS categories 10.0 の開発
    で知られています。

◆ユーザーとメーカーの公開相談会
      データ解析法のユーザーとメーカーの相互交流をモチーフとして、次
    の三つのワークショップを行います。その後、統計カウンセリングを開
    く予定です。
  ●因子分析と構造方程式モデリング
      座長: 柳井晴夫(入試センター). 講演: 和田さゆり(学術振興会),
      小笠原春彦(小樽商大), 竹西亜古(甲子園大), 清水和秋 (関西大).
      討論・回答: 狩野 裕(大阪大).
  ●実験データからの仮説評価
       <医・薬学統計および心理統計>
      座長: 渡部 洋(東京大). 講演: 松岡 淨(藤沢薬品), 佐藤俊哉
      (京都大), 吉田寿夫(兵庫教大), 南風原朝和(東京大).  討論・
      回答: 千野直仁(愛知学院大).
  ●質的データの解析
       <多変量データ解析および確率統計解析>
      座長: 馬場康維(統数研). 講演: 土井聖陽(大阪樟蔭女子大),
      村上 隆(名古屋大), 西 次男(クインタイルズ), 江島伸興(大分医
      大). 討論・回答: 前川眞一(入試センター).

◆特別セッション
      重要諸テーマを掲げた特別セッションの企画を進めております。

◆発表論文抄録の締め切り
      本大会の御発表者は、発表論文抄録と発表要旨の締め切り7月1日(必着)
    を厳守くださるようお願いいたします。

◆ホームページ
      今後確定した企画は、随時、下記の大会ホームページに掲載します。
     http://www.koshien.ac.jp/topic&event/event/bsj2001/index.html
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２０００年度
小グループ研究会の活動記録

☆「計量社会学研究会」
代表者：　村瀬洋一

さまざまな所属の研究者が集まり、１年間で６
回の研究発表会を行った。社会科学的データの計量
分析や計量社会学に関する各自の最新の研究成果を
発表し、討論を行った。実証的な社会科学研究につ
いて、研究上の知見を得て議論を行い、考察を深め
ることができた。３月は、活動補助金を用いて遠方
から発表者を招き、研究上の交流をすることができ
た。各回の発表者と内容は以下の通り（新しい回
順）。
３月３１日（土）
　発表者　　原純輔氏（東北大学大学院文学研究

科）
　発表題目　「階層社会の現在」
２月２３日（金）
　発表者　　織田輝哉氏（慶應義塾大学）
　発表題目　「福祉国家発展の時系列分析」
　発表者　　鬼塚尚子氏（帝京大学）
　発表題目　「争点投票の３つのモデル」
１月１３日（土）
　発表者　　石田浩氏（東京大学）
　発表題目　「日米企業の昇進モデル」
１０月１４日（土）
　発表者　　高田洋氏（東京都立大学）
　発表題目　「民主主義と経済発展」
９月６日（水）
　発表者　　近藤博之氏（大阪大学）
　発表題目　「ＳＳＭデータによる教育機会の趨勢

分析」
７月２７（木）
　発表者　　金貞任氏（お茶の水女子大学）
　発表題目　「要介護高齢者を介護する家族介護者

の性差と対処の規定要因」
　発表者　　村瀬洋一（立教大学）
　発表題目　「調査回収率低下の現状と対策　－回

収日時についてのデータ分析」

日本行動計量学会主催
第４回春の合宿セミナー報告

平成13年3月9日と10日の2日間、東京代々木
の国立オリンピック記念青少年総合センターにおい
て第4回春の合宿セミナーが開催されました。北は
北海道から南は沖縄まで、全国から総計 125 名の
方々に御参加いただき、盛況のうちに無事終了いた
しました。今回は昨年までに比べ、コンパクトにし
定員を絞ったので、受講者数は少なくなりました
が、かえってこぢんまりとして、内容の濃いセミ
ナーになった様に思います。また例年、多くの非会
員の方が御参加くださっておりますが、今回も78名
もの非会員の方に御参加いただくことができまし
た。そのなかで35名の方が、このセミナーへの出席
を機に、入会してくださいましたことは、学会にと
りまして大変喜ばしいことであります。
今回は、「多変量解析の理論と実践コース」と、

「医学・看護学データ解析コース」の2コースを平行
して開催いたしましたので、参加者の皆様には、よ
り興味・関心にあうコースを受講していただけたこ
とと思います。また、昨年よりも日数を縮めた分、夜
間にも「我が国における調査の現状と問題点」と題
したセッションを行いました。従いまして、短い日
程ながらも充実したセミナーになりました。
受講された方々からは、「自分ひとりではなかな

か進まない行列演算の勉強も、講義でひととおり目
を通すことができてとても良かった。」、｢医学・看護
学データの解析という具体的な内容だったので受講
しやすかった。｣、「内容が盛りだくさんで大変面白
かったが、その反面、時間が足りなかった。」などの
感想をいただきました。今回は52名の学生・大学院
生が御参加くださいましたが、春の合宿セミナー
が、日ごろの学習・研究の一助となれましたのなら
ば、なによりのことと存じます。
最後になりましたが、講師役をお引受けくださ

いました先生方には、心より御礼申し上げます。ま
た、学会運営委員の先生方のみならず、様々な形で
ご協力くださいました会員の先生方には、この場を
借りて心より御礼申し上げます。
さらに、このセミナーを御協賛くださいました

エス・ピー・エス・エス株式会社、現代数学社、サ
イバネットシステム株式会社、株式会社数理システ
ム、株式会社SASインスティチュートジャパンの各
社には、厚く御礼申し上げます。

第４回春の合宿セミナー担当
運営委員　西川浩昭、廣瀬英子
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運営委員会からのお知らせ

★2001年度小グループ研究会応募結果
2001年度小グループ研究会として次の3つの研

究会が採択されました。
「好みの計量研究会」（代表 真柳麻誉美、連絡先：〒
350-0288　埼玉県坂戸市千代田3-9-21　女子栄養
大学　食品学第一研究室、電話：0492-82-3710、
e-mail：mayanagi@eiyo.ac.jp）

「糖尿病栄養教育評価に関する研究会」（代表 渡辺満
利子、連絡先：〒154-8533　東京都世田谷区太子
堂1-7-57　昭和女子大学短期大学部、電話：03-
3411-5111、e-mail：mariko_w@swu.ac.jp）

「計量社会学研究会」（代表 村瀬洋一、連絡先：〒171-
8501　東京都豊島区西池袋3-34-1　立教大学社会
学部、電話：03-3985-2311、
e-mail：murase@rikkyo.ac.jp）

★日本行動計量学会 第29回大会時 チュートリ
アルセミナー
運営委員会では日本行動計量学会第29回大会時

チュートリアルセミナーとして次の2つを開催する
予定です。いずれも大会前日の午後に開催いたしま
す。ふるってご参加ください。詳細は以下の通りで
す。

☆タイトル：Nonlinear Methods for Classification
and Regression
講師：Jerome H. Friedman（Stanford大学,  アメリカ）
Jacqueline J. Meulman（Leiden大学 , オランダ）

日時：2001年9月13日（第29回大会の前日）午後
を予定

場所：甲子園大学（第29回大会と同じ）
問い合わせ先：岡太彬訓（立教大学）
okada@rikkyo.ac.jp

参加費（有料）、参加申し込みなど詳しいことについ
ては、大会ホームページ等を通じてお知らせいたし
ます。

☆タイトル：ロジスティック回帰分析の理論と応用
－SAS/SPSS/S-PLUS を利用した統計解析の実際－
講師：丹後俊郎、山岡和枝
日時：2001年 9月 13日（木）13:00～ 17:30
場所：甲子園大学（第29回大会と同じ）
テキスト：「ロジスティック回帰分析－SASを利用
した統計解析の実際－」朝倉書店、丹後・山岡・
高木著、1996年（テキストは持参のこと）

定員：６０名
参加費：学会員3,000円、非学会員8,000円（当日会
員になられた方も会員扱いとします）

☆「選手特性調査」研究会
代表者：　小林敬子

活動の記録
第１回 ４月12日
既存データの説明

第２回 ４月19日
SASによるデータハンドリングについて

第３回 ５月10日
各メンバーの研究計画報告会

第４回 ５月17日
試合ごとのデータ詳細検証

第５回 ５月31日
試合ごとのデータ分析結果報告

第６回 ６月14日
キャプテン、スターティング選手等の調査、入力

第７回 ６月28日
Catdap分析結果報告

第８回 ７月13日
分析方法の再検討

第９回 ９月６日
重回帰分析結果報告

第10回 ９月20日
単年各データの分析結果による討論

第11回 10月４日
併合データによる分析結果報告

第12回 10月 25日
単年データと併合データの分析結果比較

第13回 11月８日
選好度の多次元尺度構成による分析討論

第14,15回 11月 15,22日
選好度の多次元尺度構成による分析結果解釈

第16回 12月 14日
重回帰分析、多次元尺度構成を総合的に検討

第17,18回 １月17,24日
結果の検討
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行動計量シンポジウム

｢実践的ベイジアンアプローチ｣

期日　　平成１３年７月１３日(金)
場所　　東京大学教養学部
企画　　繁桝算男

ねらい
ベイズ的アプローチが、理論的にはすっきりす

るが、実際的ではないという評価が根強くある。し
かし、最先端の研究を見ると、人工知能、分子生物
学、医療診断、教育テストなど、実際の問題解決に
あたる分野ほど、ベイズ的なアプローチの採択が多
くなっている。実際に役に立つためには、現実に適
合する適度の複雑性を持つモデルの解析が必要であ
り、また、帰無仮説の採否などにとどまらず、意思
決定に関連する示唆が望まれている。ベイズ的アプ
ローチは複雑なモデルの解析に適しており、複数の
観点から、データとモデルに基づく統計的知識の情
報を得ることができるからである。
今回のシンポジウムは、実際に役に立つベイズ

的方法の分かりやすい紹介を目的とする。第１の話
題は、エキスパートの知識内容をモデル化するネッ
トワークモデルの基礎についての概論である。次の
講演は、複雑なモデルのパラメタや、そのモデルに
基づく予測に用いられるマルコフ連鎖モンテカルロ
法(MCMC法)について、特にそれを高速化するため
の種々の方法について、近年の発展についてであ
る。最後に、複雑モデルの例として、因子分析モデ
ルを取り上げ、現状と将来の方向についての講演を
行う。

講演題目
１． ベイジアンネットワークモデルの構築と評価(因
果関係の分析)
繁桝　算男(東京大学)

２．MCMC法の加速の方法について
伊庭　幸人(統計数理研究所)

３．ベイズ的因子分析の現状と将来
S. James Press(University of California, Riverside)

問い合わせ先
繁桝算男(kshige@bayes.c.u-tokyo.ac.jp)

ライフサイエンス及び宇宙医学分野の
国際宇宙ステーション等利用研究テーマ

２００１年　国際公募のご案内

●応募資格：提案内容を適切に実施できる能力を有
し、宇宙開発事業団（NASDA）の業務委託先で
ある（財）日本宇宙フォーラム（JSF）との研究
契約締結が可能であること。応募者の国籍、所属
機関の所在地（国内外）は問いませんが、国外の
機関からの提案の実施に係る費用を、NASDAが
負担することはありません。

●選定：NASDAによる事前評価、国際評価パネル
による科学評価、技術（搭載性）評価、参加各機
関の方針に基づく再評価、国際会合での審議・承
認のプロセスを経ます。

●予算：NASDAの支援等。詳細は４月以降の下記
ホームページをご覧ください。

●応募受付期間：平成１３年４月末～平成１３年７
月末予定

●問い合わせ先：財団法人日本宇宙フォーラム　
（JAPAN SPACE FORUM）　公募研究推進部
ライフサイエンス国際公募事務局
担当：福井
電話：03-3459-1653  FAX：03-5470-8426
URL：http://www2.jsforum.or.jp/
E-mail：life@jsforum.or.jp

申し込み方法：申込用紙（BSJホームページからも
ダウンロードできます）に記入の上、郵送、FAX
またはe-mailにて送付して下さい。原則として先
着順ですが、学会員を優先します。

お問い合わせ先 /申込先：山岡和枝
＜郵送＞ 〒173-8605 板橋区加賀2-11-1 帝京大学
医学部衛生学公衆衛生学教室

＜FAX＞ 03-3964-1058
＜ e-mail ＞ kazue@med.teikyo-u.ac.jp

内容等の詳細はホームページ等を通じてお知らせい
たします。

★運営委員会ではこのほか、シンポジウムなどの企
画も考えております。詳細は決定次第ホームページ
等に掲載いたしますので、どうぞご覧ください。な
お、運営委員会では今後、分科会活動などの活動形
態について検討していきたいと考えております。会
員の皆様からのご意見もお寄せ下さい。
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関連学会等カレンダー

＜学会大会等＞
☆ 第18回日本認知科学会大会
会　期：2001年 6月 8日（金）～ 10日（日）
会　場：公立はこだて未来大学
照会先：〒041-8655　函館市亀田中野町116-2
公立はこだて未来大学　認知科学2001事務局
Tel: 0138-34-6125(松原仁)　
Fax: 0138-34-6105
E-mail: jcss2001-qa@fun.ac.jp
http://www.fun.ac.jp/jcss2001/

☆ 日本統計学会第69回大会
会　期：2001年 9月 1日（土）～ 4日（火）
（9月1日はチュートリアル：別記参照）

会　場：西南学院大学キャンパス
（福岡市早良区西新6-2-92）

照会先：日本統計学会　事務局
〒106-8569  港区南麻布4-6-7
統計数理研究所内
Tel：03-3442-5801  Fax：03-3442-5924
学会Webページ：http://www.jss.gr.jp/

大会共通テーマ：統計分野におけるインターネットの
活用／統計理論と金融工学／官庁統計の現状と課
題／マルコフ連鎖モンテカルロシミュレーション
を用いた実証分析／九州経済の統計分析／非線
形・複雑系への統計的アプローチ／逐次解析の最
近の発展／事前情報のある統計モデルの解析法／
不完全データの解析／臨床試験の計画

☆ 日本人間工学会第42回大会
会　期：2001年 9月 4日（火）～6日（木）
会　場：東京農業大学生物産業学部（網走市），網走市
民会館

照会先：大会事務局 東京農業大学生物産業学部 生物
生産学科内（伊藤，橋詰，藤田，大西）
〒093-2422　網走市字八坂196
Fax：0152-48-3831
E-mail：m-ito@bioindustry.nodai.ac.jp
http://www.bioindustry.nodai.ac.jp/ningen/index.html

☆ 第17回ファジィシステムシンポジウム
会　期：2001年 9月 5日（水）～7日（金）
会　場：日本大学 理工学部 船橋校舎（千葉）　
照会先：大会委員長 新宮清志
〒274-8501　千葉県船橋市習志野台7-24-1
日本大学　理工学部　海洋建築工学科
Fax：047-469-5426
E-mail：kshingu@shinguu2.cs.cst.nihon-u.ac.jp
http://fss2001.t-kougei.ac.jp/index.html

☆ 日本教育心理学会第43回総会
会　期：2001年 9月 7日（金）～9日（日）
会　場：名古屋国際会議場
照会先：総会準備委員会
〒448-8542　刈谷市井ヶ谷町広沢１
愛知教育大学心理学研究室内
Fax：0566-26-2300
E-mail：jaep43@auecc.aichi-edu.ac.jp
http://www.psych.aichi-edu.ac.jp/jaep43/

☆ 日本応用心理学会第68回大会
会　期：2001年 9月 8日（土）～9日（日）
会　場：岩手県立大学
照会先：大会準備委員会
〒020-0193　岩手県岩手郡滝沢村滝沢字巣子152
番地52　岩手県立大学　社会福祉学部

Tel:019-694-2388,2420　Fax:019-694-2389
E-mail:jaap2001@iwate-pu.ac.jp
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jaap/index.html

＜シンポジウム等＞
☆ 第４回情報論的学習理論ワークショップ
会　期：2001年 7月 30日（月）～8月1日（水）
会　場：国立情報学研究所一ツ橋記念講堂
主　催：電子情報通信学会　情報論的学習理論時限研
究専門委員会（IBIS-TG）

照会先：鈴木譲 大阪大学理学研究科数学専攻
〒560-0043 豊中市待兼山町1-1
Fax: 06-6850-5327
E-mail: ibis-general@murata.elec.waseda.ac.jp
http://www.ieice.org/̃ibis-tg/ibis2001.html
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＜国際会議＞
☆ 計量心理学会国際大会 IMPS-2001
(International Meeting of the Psychometric Society)
会　期：2001年 7月 15日（日）～19日（木）
会　場：大阪大学 コンベンションセンター（吹田キャ
ンパス）

照会先：大会組織委員会　委員長　柳井晴夫
〒153-8501  東京都目黒区駒場2-19-23
大学入試センター研究開発部
Fax：03-5478-1297  E-mail：yanai@rd.dnc.ac.jp
http://www.ir.rikkyo.ac.jp/imps2001/

☆ ISI2001　サテライト・ミーティング（３件）
●"The 2nd International Symposium on Business and Indus-
trial Statistics"
会　期：2001年 8月 20日（月）～8月21日（火）
会　場：慶應義塾大学矢上キャンパス
照会先：ISIS2組織委員会
E-mail: isis2@port.se.uec.ac.jp
http://www.stat.t.u-tokyo.ac.jp/isis2/

●「環境と健康：統計科学からの挑戦国際会議」 "Interna-
tional Conference on Statistical Challenges in Environmen-
tal Health Problems" （日本計量生物学会主催）
会　期：2001年 8月 30日（木）～9月1日（土）
会　場：福岡市ソフトリサーチパーク
照会先：組織委員会委員長　柳川　堯
九州大学大学院数理学研究院
〒812-8581　福岡市東区箱崎6-10-1
Fax: 092-642-2778
E-mail: iscep@math.kyushu-u.ac.jp
http://www.math.kyushu-u.ac.jp/ISCEP/

●「計算機統計学の最近の潮流と医学・生物学への応用」
ICNCB "International Conference on New Trends in Com-
putational Statistics with Biomedical Applications" （日本
計算機統計学会主催）
会　期：2001年 8月 30日（木）～9月1日（土）
会　場：大阪大学コンベンションセンター
照会先：ICNCB事務局　/　大阪大学大学院基礎工学
研究科　数理科学分野内
〒560-8531 大阪府豊中市待兼山町1-3
Fax: 06- 6850-6496
E-mail: ICNCB@jscs.or.jp
http://www.jscs.or.jp/ICNCB/

☆ The First International Symposium on Measure-
ment, Analysis and Modeling of Human Functions
(ISHF 2001) /IMEKO, SICE, IEEE
会　期：2001年 9月 21日（金）～23日（日）
会　場：北海道大学
照会先：ISHF2001 Secretariat
E-mail: ISHF2001@ito.dis.titech.ac.jp
東京工業大学　総合理工学研究科
知能システム科学専攻　伊藤研究室
〒226-8502　横浜市緑区長津田4259
http://www.ito.dis.titech.ac.jp/ISHF2001/

＜チュートリアル類＞
☆ ベイジアンネット　チュートリアル(BN2001)
日　時：2001年 7月 29日（日）13:00～ 18:30
会　場：学術総合センター　２階中会議室
（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

主　催：人工知能学会　人工知能基礎論研究会
共　催：電子情報通信学会　情報論的学習理論時限研
究専門委員会（IBIS-TG）,　経済産業省産業技術総
合研究所

内　容：これまで人工知能をはじめとして統計学，機
械学習など多くの異なる分野でとりあげられてい
たベイジアンネットを中心に，その基礎から応用
まで幅広く対象としたチュートリアル Pa r t  I :
チュートリアルセッション , Part II: 応用セッショ
ン , Part III:トライアルセッション

照会先：産業技術総合研究所　本村陽一
E-mail: y.motomura@aist.go.jp
http://www.ieice.org/̃ibis-tg/bayesnet.html

☆ 日本統計学会第9回チュートリアルセミナー
日　時: 2001年 9月 1日(土)　（第69回大会前日）
会　場：西南学院大学
内　容：（午前と午後それぞれ１テーマ）
テーマ１：「ウェーブレットと統計解析」（オーガ
ナイザ：田中勝人（一橋大学））　

テーマ２：「臨床試験を支える因果推論」（オーガ
ナイザ：柳本武美（統計数理研究所））

予約制，有料。
照会先：日本統計学会事務局
〒106-8569  港区南麻布4-6-7
統計数理研究所内
Tel：03-3442-5801  Fax：03-3442-5924
学会Webページ：http://www.jss.gr.jp/

公募情報

国立情報学研究所(http://www.nii.ac.jp/)による
NACSIS-CISのキーワード検索でヒットした公募の
件数(5月上旬の数字)は、「行動」で5件、「計量」で
3件、「測定」で1件、「評価」で16件、「統計」で10
件、「数理」で17件、「社会学」で10件、「心理学」
で13件、「マーケティング」で2件、「認知」で3件、
「看護学」で19件、「公衆衛生」で3件、などでした。
以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま

す。応募資格等、研究者等の公募情報の詳細につい
ては、公募元にご確認下さい。 国立情報学研究所の
「研究者公募情報提供事業」(NACSIS-CIS)の下記
WEBページも参照して下さい。
http://cis.nii.ac.jp/

ただし、以下には上記ページに含まれていない公募
情報も掲載されている場合があります。
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☆ 岡山大学経済学部
採用人員：教授または助教授1名
担当科目：《学部》統計解析法，《大学院》計量的手法
による経済・経営の実証分析に関する教育・研究
指導

採用予定：2002年 4月 1日
応募期限：2001年 6月 8日
照会先：岡山大学文学部・法学部・経済学部庶務係　
〒700-8530　岡山市津島中3-1-1
Tel: 086-251-7345

　　
☆ 九州大学大学院数理学研究院
所　属　：数理科学部門 (社会数理講座)
採用人員：助手 1名
研究分野：社会科学および自然科学における確率現象
や数理計画を取りあつかう数学、数理統計学、計
画数学、力学系等

採用予定：2001年 10月 1日
応募期限：2001年 6月 11日
照会先：〒812-8581 福岡市東区箱崎6-10-1 九州大学
大学院数理学研究院  社会数理講座助手選考委員会
委員長　小西　貞則
Tel: 092-642-2766
E-mail: konishi@math.kyushu-u.ac.jp
http://www.math.kyushu-u.ac.jp/gakufu/

☆ 愛知学院大学文学部（２件）
所　属　：心理学科
採用職名：教授または助教授
専門研究分野：1)人格心理学またはその関連領域，2)
発達心理学またはその関連領域　各1名

担当予定授業科目：講義，演習，その他の専門教育科
目

採用予定：2002年 4月 1日
応募期限：2001年 7月 16日
照会先：〒470-0195　愛知県日進市岩崎町阿良池12　
愛知学院大学文学部　酒井亮爾
Tel: 05617-3-1111(内線245)
E-mail: uga-rski@dpc.aichi-gakuin.ac.jp

☆ 弘前大学人文学部
所　属　：公共政策講座
採用人員：教授，助教授または講師1名
専攻分野：社会学・都市政策（社会学を基礎に都市政
策に関連する分野の研究を志向するもの）

担当授業科目：学部：「社会学」「都市政策」「社会調査
実習」，他に大学院（講義・演習）と共通教育（講
義）を担当

採用予定：2002年4月1日（または、この日以前ので
きるだけ早い時期）

応募期限：2001年 7月 31日
照会先：〒036-8560　青森県弘前市文京町1番地　　
弘前大学人文学部公共政策講座
助教授　山下祐介
Tel: 0172-39-3215
E-mail: yama@cc.hirosaki-u.ac.jp

会員の著書等

☆ 朝野熙彦「マーケティング・リサーチ工学」朝倉
書店，2000年．

☆ 朝野熙彦・山中正彦「新製品開発」朝倉書店，2000
年．

☆ 南風原朝和・市川伸一・下山晴彦（編）「心理学
研究法入門－調査・実験から実践まで」東京大学
出版会，2001年．

☆ 林　知己夫「日本人の国民性研究」南窓社，2001
年．

☆ 桑島健一・高橋伸夫「組織と意志決定」（松原　
望編集　シリーズ意志決定の科学　３）朝倉書
店，2001年．

☆ 松原　望「ゲームとしての社会戦略～計量社会科
学で何がわかるか～」（丸善ライブラリー）丸善，
2001年．

☆ 松本正生「政治意識図説～「政党支持世代」の退
場～」（中公新書）中央公論新社，2001年．

☆ 永田　靖・棟近雅彦「多変量解析法入門」サイエ
ンス社，2001年．

☆ ＮＨＫ放送文化研究所（編）「データブック　国
民生活時間調査2000（全国編，県別編）」日本放
送出版協会，2001年．

☆ 豊田秀樹「金鉱を掘り当てる統計学～データマイ
ニング入門～」（ブルーバックス）講談社，2001
年．



日本行動計量学会会報 第89号 2001年6月1日

－12－

編集後記
29 回大会への参加申し込みはおすみでしょう

か？7月から9月にかけては、関連学会の大会など
もあり、お忙しいかもしれませんが、ぜひとも、ご
参加ください。
なお、今号から紙面をB5サイズからA4サイズ

に変更いたしました。今までB5サイズでファイリ
ングされていた方には申し訳ありませんが、遅れば
せながら、時代に合わせて変更させていただきまし
た。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒153-8501東京都目黒区駒場2-19-23
大学入試センター研究開発部
菊地賢一 kikuchi@rd.dnc.ac.jp
TEL：03-5478-1273
FAX：03-5478-1297

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒226-0015 横浜市緑区三保町32
東洋英和女学院大学　人間科学部
林　文
TEL: 045-922-5511（代表）

045-922-7264（研究室直通）
FAX: 045-922-6642（共用）
e-mail: fumih@toyoeiwa.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒565-0871 吹田市山田丘1-2
大阪大学人間科学部
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
狩野　裕

日本行動計量学会会員数
（2001年4月25日現在）
正会員 1013名
準会員 68名
名誉会員 6名
賛助会員 18社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

日本行動計量学会 第29回大会
http://www.koshien.ac.jp/topic&event/event/
bsj2001/index.html


